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県内児童生徒のいじめ・自殺防止対策の実施状況について 

１ いじめ防止対策 

  昨年度の生徒指導課による点検で明確になったいじめの認知などに関する課題等を踏

まえ、いじめ・不登校等に対する対策の強化を基本方針として、県立学校へのさらなる

徹底と義務教育段階への取組の拡充を行う。 

 (1)【学校の組織力の強化】 

  ア いじめ対策推進教員（県立学校）、生徒指導対応非常勤講師（市町村立学校）配置                                            

   イ  不登校担当教員（県立高等学校、県立中等教育学校） 

ウ スクールロイヤー活用事業 

全県の県立学校・市町村立学校（新潟市を除く）を対象 

＜令和８年度の実施予定＞（法務相談は７月末実績） 

法務相談：１回、予防教育：９回、教職員研修：16 回（うち動画配信１回） 

    ＜参考：令和７年度の実施状況＞ 

法務相談：８回、予防教育：７回、教職員研修：20 回（うち動画配信１回） 

 (2)【教職員の意識改革と指導力・対応力の向上】 

  ア 研修等の充実 

   〇 県立学校対象                                                

・ いじめ対策推進教員研修会（令和８年５月 12 日実施） 

・ 不登校担当教員研修会（令和８年５月 12 日実施） 

・ 管理職対象「いじめ対策」研修会（令和８年６月 29 日実施） 

       講演:「学校経営として進めるいじめ防止～いじめ理解を基盤とした予防と

対応～」 

       講師: 愛知教育大学 教授 五十嵐 哲也 様 

   〇 市町村立学校対象 

    ・ いじめ見逃しゼロ・不登校対応研修（令和８年５月 26～28 日） 

各校の管理職と生活指導主任、生徒指導主事を対象 

    ・ 「いじめ対策の体制点検」の実施 

      県立学校「いじめ対策総点検」と同様の内容を教育事務所指導主事が市町村

立学校や市町村教育委員会を訪問して研修を実施 

   〇 共通 

    ・ 生徒指導上の諸課題に関する対応力向上研修（小・中・高・特別支援学校副

校長、教頭（割当）、200人） 

       いじめ、不登校、ヤングケアラー、情報モラル等の現状と課題について理

解を深め、問題解決に向けた組織的対応力の向上を図る。 

  イ 「新潟県ＳＮＳ教育プログラム（高等学校編）三訂版」「新潟県ＳＮＳ教育プログ

ラム（小中学校編）」実施、「新潟県ＳＮＳ教育プログラム（小学校低中学年編）」作

成・配付（令和５年３月） 

    ・ 令和７年度、全ての県立高等学校、中等教育学校（後期課程）で「高等学校

編」を実施 

  ウ 「新潟県いじめ対応総合マニュアル 県立学校編（三訂版）」「新潟県いじめ対応

総合マニュアル 小・中学校編（改訂版）」作成・配付（令和６年３月） 
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(3)【相談しやすい体制の整備】  ※ ＜ ＞は R7 年度同時期の数値 

  ア 各種相談窓口の運用           

・ 相談件数（６月末現在） 

      電話 ：211 件＜R7.681 件＞  

メール：29 件＜R7.25 件＞  

ＳＮＳ（LINE）：103 件＜R7.211 件＞ 

   ・ いじめ通報システム「新潟県いじめ SOS ポスト」の運用  
         通報件数（７月末現在）13 件＜R7.８件＞ 対象：県立学校生徒（中高生） 
  イ 全公立学校へのＳＣの配置と児童生徒及び保護者への周知 

   ・ 学校のニーズに応じた配置時間の工夫 
   ・ 高等学校及び中等教育学校・県立中学校での有資格者増 

有資格者率   76.5％(68校／89校)  ＜R7. 72.4％(63校／87校) ＞ 

   ・ 小・中・義務教育・特別支援学校における同一勤務日での勤務時間の分割 
      最大３分割まで可能とし、相談を必要としている学校で対応 
   ・ 相談件数（６月末現在） 県立高校・中教育学校・県立中学校 

2,854件＜R7.2,648件＞ 

   ・ スーパーバイズ制度(R5.12月～) 相談実績(7月末現在）５件、＜R7.８件＞ 

  ウ ＳＳＷの配置（教育事務所７人、生徒指導課５人）の学校への周知及び関係機関 

   と連携した対応 

   ・ 支援件数（６月末現在）  教育事務所：335件＜R7.351件＞ 

                  生徒指導課：471件＜R7.596件＞  

 (4)【いじめ見逃しゼロ県民運動の推進】   

  ア 「いじめ見逃しゼロキャラバン」や「県民サポーター」募集による啓発 

   ・ 県民サポーターの登録人数（R8.７月末現在）3,654 人＜R7.７月末 3,539 人＞ 

  イ 「いじめ見逃しゼロ 県民の集い」 

※ 11 月 20 日（金）参加希望校をオンラインでつなぎ、p4c（子供の哲学）の手

法を用いた「いじめ見逃しゼロ」をテーマにした対話を実施 

・ 構成団体、企業・団体等サポーター等による実行委員会の設置、企画・運営 

・ 参加指導生徒による対話の様子を YouTube で配信し、授業で活用できるように     

する。  

 (5)【いじめ対策等についての点検】 

  ア 県立学校対象「いじめ対策総点検」 ※現在、訪問中  

 ・ チェックシートによる点検   

 対象校：県立高校・中等教育学校・中学校・特別支援学校 計 116 校 

  内 容：いじめに関する自校体制、教職員の法令理解や取組の状況の確認 

 ・ 学校訪問 

 対象校：県立高校・中等教育学校・中学校・特別支援学校 計 59 校 

  教育事務所の指導主事が一部の学校に同行・見学 

イ 市町村立学校対象「生徒指導体制等の自己点検」 ※10 月実施予定  

  対象校：市町村の小・中・義務教育・特別支援学校  計 483 校 

  内 容：生徒指導課の作成した設問に基づいた各学校による自己点検 
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２ 自殺防止対策（主に県立高校を対象としたもの） 

生徒の心身の変化を早期に把握し、相談や組織的な支援につなげることを基本方針と

して、「心の健康観察」の実施をはじめ、自殺予防教育や相談体制の充実、教職員の対

応力向上に向けた取組を行う。 

 

【生徒対象】 

  (1) 「マイスクールライフサポートブック」を Web サイトに掲載 

生徒が安心して学校生活を送れるよう、友だちづくりやネット利用上の注意等を

解説した「マイスクールライフサポートブック」を、新入生の指導に活用 
  (2) 「新潟県内の相談機関ダイヤル」カードを配付 

４月、全生徒に配付し、悩みを相談できる窓口の周知を徹底 
  (3) 新潟県版「心の健康観察」、アンケート、個別面談の実施 

・ 令和８年度から、生徒の自殺予防を目的として、心身の微細な変化を早期に把握

し、相談や組織的な支援につなげるため、「心の健康観察」を県立高等学校、中等

教育学校及び中学校で実施 
・ 生徒の不安や悩みを早期に把握するために年間計画に基づき、アンケートや教育

相談を定期的に実施 
・ ７月～９月、県内高校、中等教育学校生徒を対象に、学校生活アンケートを実施 

 (4) 「新潟県自殺予防教育プログラム（高等学校編）三訂版」の実施及び「新潟県自殺

予防教育プログラム（小中学校編）」の周知 

・ 令和７年度、全ての県立高等学校、中等教育学校（後期課程）で「高等学校編」

を実施 

 
【教職員対象】 

  (5) 児童生徒の自殺予防に関する普及啓発協議会（令和８年７月３日） 

国立研究開発法人 国立精神・神経医療研究センター  松本 俊彦 様による講義 
 (6) 自殺予防に係る研修会（兼 「心の健康観察」説明会）（令和８年７月 15 日） 

  ・ 日常の観察にとどまらず、把握した変化を実際の支援につなげるため、教育相談

担当者等を対象とした自殺予防に係る研修会を実施  

  ・ 行政説明 「新潟県版『心の健康観察』の取組について」 

講義 「子どもの自殺予防 ～児童精神科医からみた支援～」 

講師 新潟大学医歯学総合研究科 特任助教 笠原 寛之 様 

新潟大学医歯学総合病院救急部 助教 松井 亨 様 

 

【その他】 

(7) 専門家からの意見を聴取 

条例により設置された常設の第三者委員会や新潟県いじめ問題対策連絡協議会か

ら、いじめ防止や自殺予防に関して専門的な立場で意見をいただき、県教育委員会の

施策に反映 


